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- 単一画像からの動画生成
- Spatial self-attentionはEnd-to-Endでの学習を
可能にした

Overview

- VGAN[1]: 固定された背景と前景を別々に生成

Motivation

同時に両方のコンテンツを生成

- TGAN[2]: 時間特性と空間特性の違いを考慮して
特徴量を別々に扱う

3D畳み込みを用いて同時に扱えるような
ネットワークの研究

- MD-GAN[3]: 3D畳み込みを用いているが，モデ
ルを二段階で学習

End-to-Endでの学習

(f)

(i)
- 各3D畳み込み(a,c,g)はカーネル1で構成
- 空間での特徴マップでSoftmaxを計算することで

空間方向のAttentionを計算

(out)

- Spatial self-attention機構は最初は近隣のピクセ

ル情報を頼りにするが徐々に全体的な場所により
多くの重みを割り当てれることを可能とする

- ネットワークが最初は簡単なタスクを学習して除々
にタスクの複雑さを増やすことでより良い特徴量を
獲得できるようにする

Demo iPad

- 時間を含むTWH特徴マップで計算しようと
するとGPUメモリに乗らない問題

Method-1

Motivation
Method-2

- 3D UNetの各3D畳み込みの後にspatial self-
attention機構を追加

- ロス関数

Experiment
- Cloud Dataset[3]，Beach dataset[1]を使用
- 10人の被験者に100ペアの動画に対して

Preference Opinion Score(POS)を評価，値は
[0,1000]

- Cloud

- Beach

Future work
- 領域分割と組み合わせて予測タスクの単純化
- 人物にはポーズなどを組み合わせる
- 縛られた条件でやらず、使えるものを組み合わせる
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